
2024年度大阪府訪問看護実践研修
教育ステーション事業実践報告

大阪府訪問看護ステーション協会

三島ブロック（茨木市・摂津市）担当

大阪府済生会茨木訪問看護ステーション



目標

1、多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促
進する。

2、訪問看護師の質の向上のための研修実施

3、令和6年度報酬改定についての研修会を実施し、訪問
看護事業が適正に運営できるようにする。

4、地域住民に在宅療養への関心を高める目的で、出前
講座や相談会を年1回以上開催する。

5、コンサルテーション事業の周知と活用数を増やす。



1.人生会議（ACP）支援実践人材育成研修
（多職種対象）実施

目標人数：50人
参加人数：44人



2.ガイドライン研修
（訪問看護管理者対象・オンラインで実施）

目標人数： 15人
アンケート回収数： 22人



3.報酬改定研修
（多職種対象・オンライン研修）

目標人数：45人
アンケート回収数： 48人参加



4.府民への相談支援事業



5.コンサルテーション事業

電話サポート
目標回数：0回/実回数0回

サポート内容：3件共に新規立ち上げ訪問看護事業所。

効果：コンサルテーションを受けることで、自事業
所の運営状況の振り返りとなったと考えられる。

対面サポート
目標回数：2回/実回数3回



訪問看護体験研修事業

病院看護師2名
訪問看護職員4名
未就業看護師1名
新設訪問看護職員3名



電話相談事業
・目標件数：10回/実件数：10回
・相談内容：

報酬関係6件
実務相談2件
指示書/記録関係2件

効果：報酬改定もあった為、報酬に関連した相談が一番多かったが、
研修も実施していたためか以前よりは少ない印象である。また、グ
ループホームへの訪問看護介入や特別訪問看護指示書に関して間違っ
た解釈等もあった為、相談内容によっては、他の方も間違った解釈と
ならないような工夫が必要ではないかと感じた。



その他
【教育ステーション企画外での研修依頼⇒実施】
・8/26（月）茨木市民向け「人生会議研修」講師
・9/18（木）地域包括支援センター常清の里「人生会議について」講師
・9/20（金）南茨木多世代交流センター「健康フェスタ」講師
・11/8（金）茨木市民向け「人生会議研修」講師
・11/21（木）茨木市相談支援部会「精神科訪問看護について」講師
・12/20（金）南茨木多世代交流センター「健康フェスタ」講師

【教育ステーションとして参加】
・茨木市長寿介護課：共同で相談支援事業内容の情報共有・分析を実施
・茨木市在宅医療・介護連携推進連絡会に参加
（3師会・高齢者サービス事業連絡会・病院・社会福祉協議会・地域包括・
市の福祉部＆健康医療部が参加）

・茨木市在宅医療介護連携推進連絡会
・三島圏域地域リハビリテーション連絡会・協議会
・茨木市生活福祉課との適正な訪問看護事業についての話合い
・茨木市相談支援部会と適正な精神科訪問看護について



地域における協力体制について
【協力ステーション名】

すずね訪問看護リハビリステーション

コンサルテーション・体験・相談支援・広報

リハビリあき訪問看護ステーション

コンサルテーション・体験・相談支援・広報

あいの発達支援リハビリ訪問看護ステーション

コンサルテーション・体験・相談支援

訪問看護ステーション パーム茨木市

コンサルテーション・体験・相談支援・広報

訪問看護ステーションこころ

コンサルテーション・体験・相談支援・広報・地位資源の把握

【協力看護師】

・皮膚創傷関連特定行為看護師
相談、コンサルテーション等



目標の評価・課題
1、多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する。

評価：一部達成
参加目標の88％達成。参加者の自信向上が確認された一方で、地域定着には受講者拡大・実践の場・ファロー体制が
必要であることが分かった。今後は未受講者への働きかけや支援体制の整備を行う必要がある。

2、訪問看護師の質の向上のための研修実施
評価：一部達成
一定の効果はあったが、参加者層ヘの配慮不足があった。次回は対象者を明確にし、内容の最適化と案内方法を見直す
必要がある。

3、令和6年度報酬改定についての研修会を実施し、訪問看護事業が適正に運営できるようにする。
評価：一部改善が必要
多くの参加者に有用と評価されたが、時間不足や他研修との連携不足が課題である。次年度以降開催時には、連携強化
とニーズの繁栄を目指す必要がある。

4、地域住民に在宅療養への関心を高める目的で、出前講座や相談会を年1回以上開催する。
評価：達成
住民の関心向上や健康効果が見られた。相談時間や参加枠に課題が見られるため、今後は参加しやすい仕組みを整え、
地域貢献を強化していく。

5、コンサルテーション事業の周知と活用数を増やす
評価：達成
目標を超える成果・新規事業所への支援が行えている。課題は、継続的支援と振り返りの体制である。
今後は、効果測定とフィードバック体制を強化できるよう仕組みを検討が必要である。

【事業全体の課題】

教育ステーション事業全体として、多職種研修、地
域住民向け事業、訪問看護事業所支援のすべてで一定
の効果を確認できた一方で、フォローアップ体制の
未整備や参加者の多様なニーズへの対応など、改善
が必要な課題も明らかに。

次年度は、これらの課題に対処するための具体的な
施策を講じ、より効果的かつ広範な支援を目指してい
くことが重要だと考えます。



ご清聴
ありがとう
ございました
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